
金
調
停
古
肢
志
巻
廿
七

一
宇
の
坊
舎
を
建
立

L
給
ふ
。
是
高
岡
守
山
極
楽
寺
の
開
組
悌
限
明

心
法
親
王
と
奉
v
得
。
屈
従
の
巨
大
西
・
七
高
・
所
司
・
荒
木
・
柴
田
等
五

人
の
後
育
子
炉
今
有
v
之
と
、
射
水
郡
上
牧
野
村
長
編
寺
来
歴
書
等
に

載
せ
た
り
。
故
に
賓
に
奮
家
怠
り
し
か
ど
、
子
孫
紺
屋
臓
と
成
り
て

越
中
に
居
住
し
、
後
金
海
へ
出
で
安
江
木
町
に
居
住
し
、
共
の
後
仁

随
寺
前
へ
移
時
せ
し
と
聞
ゆ
。

。
荒

犀
川
口
に
も
そ
の
か
み
荒
町
あ
り
。
故
に
木
，
新
保
荒
町
と
呼
ぴ
た
り

と
ぞ
。
按
宇
る
に
、
寛
文
十
年
の
九
十
歳
者
番
上
授
に
、
木
J

新
保
新

町
と
見
h
.
此
の
外
元
職
・
享
保
頃
の
記
録
に
も
木

J

新
保
新
町
と
あ

り
。
或
は
一
冨
ふ
。
荒
町
は
新
町
の
義
に
て
、
新
た
に
町
立
せ
し
故
の

町
名
た
り
と
ぞ
。
荒
町
と
書
け
る
も
、
元
総
九
年
の
地
子
町
肝
煎
裁

許
附
に
、
鍛
冶
片
原
町
の
次
に
荒
町
と
載
せ
た
り
。

。
木
越
山
光
事
寺

東
減
民
宗
道
場
也
。
亀
尾
記
に
云
ふ
。
荒
町
光
専
寺
は
い
に
し
へ
河

北
郡
木
越
に
居
住
せ
し
ゅ
ゑ
、
今
に
至
り
木
越
山
と
鋭
す
。
天
正
八

年
間
三
月
柴
田
勝
家
に
潰
さ
れ
て
、
能
登
口
一
部
所
々
に
轄
居
し
‘
後

初
咋
郡
米
出
村
に
居
す
。
故
に
今
に
至
り
て
、
米
出
光
専
寺
と
呼
ぺ

町

君。

:
1
L
H・

1

能
州
押
水
米
出
村

木
越
光
専
寺
隠
居
紡
隼
制

右
高
治
四
年
五
月
の
由
来
書
に

τ
見
れ
ば
‘
盛
安
三
年
金
海
木
，
新

保
荒
町
に
隠
居
地
と
し
て
蛍
寺
を
建
立
し
‘
高
松
光
専
寺
の
掛
所
と

・
た
し
た
る
も
の
也
。

。
佐
々
主
殿
奮
邸

延
賓
の
金
串
仲
間
に
下
の
如
く
出
せ
り
。
一
設
に
、
佐
々
主
殿
の
居
邸

は
、
専
光
寺
の
向
ひ
石
野
氏
の
邸
地
也
。
佐
々
民
事
あ
る
の
後
、
葛

巻
図
書
の
邸
地
と
危
り
、
務
者
内
議
太
の
代
に
移
轄
し
、
共
の
跡
を
石

野
主
殿
助
拝
領
す
と
い
へ
り
。
今
按
4
1
る
に
、
延
貨
の
金
滞
聞
に
‘

専
光
寺
の
向
ひ
は
熊
谷
額
母
と
記
載
あ
れ
ば
‘
右
一
一
設
は
過
聞
怠
る

ぺ
し
。
荒
町
佐
々
氏
奮
邸
地
後
に
鍛
治
町
八
幡
へ
積
込
地
と
た
し
、

今
も
共
の
健
怠
り
。

寓
治
四
年
五
月
七
日

O
佐
々
孟
殿
健

主
殿
が
履
歴
は
、
延
貸
五
年
藩
侯
へ
呈
進
せ
し
由
緒
帳
あ
り
。
共
の

潟
を
記
載
し
て
、
考
授
と
は
た
し
ぬ
。

一J

知

行

千

石

哉

五

拾

六

佐

々

主

殿

徴
妙
院
様
h
、
私
儀
寛
永
十
三
年
に
被
昌
召
出
一
私
父
藤
右
衛
門
隠
居

金
揮
官
蹟
憲
容
廿
七

八

h
y
o

是
今
の
高
松
光
専
寺
の
事
也
。
然
る
に
住
持
隠
居
の
後
、
別
に

一
-
寺
を
金
揮
に
建
立
し
‘
本
寺
は
高
松
に
あ
り
て
、
今
も
猶
父
子
相

互
に
住
職
せ
り
。
此
の
寺
に
種
々
什
物
あ
る
中
に
も
、
能
登
園
七
尾

の
按
主
畠
山
次
郎
議
網
の
書
翰
・
花
押
の
物
井
に
同
老
臣
三
宅
備
後

等
の
書
翰
・
花
押
之
物
な
ど
僻
来
す
と
い
へ
り
。

来

書

一
、
私
寺
之
儀
、
先
組
響
衆
与
申
借
に
て
御
座
候
。
文
組
二
壬
成
三

月
十
五
日
寺
相
建
。
寺
之
儀
先
年
初
咋
郡
押
水
之
庄
内
小
川
村
に
有
v

之
、
共
後
河
北
郡
之
内
木
越
村
に
数
年
罷
在
、
叉
共
後
能
州
米
出
村

b
罷
越
、
五
拾
ヶ
年
飴
罷
在
申
候
。

高
治
四
年
四
月
廿
六
日

能
州
押
水
米
出
村

寺

様

由

木
越

光

事

寺

専

光

御
専
に
付
申
上
候
。

一
、
私
寺
之
儀
、
営
地
に
門
徒
御
座
候
故
、
岡
柿
崎
市
郎
兵
衛
殿
・
葛
巻

識
人
殿
b
御
断
申
上
、
能
州
押
水
米
出
村
よ
り
、
慶
安
三
年
営
地
荒

町
b
隠
居
仕
罷
在
申
候
0
・

右
之
遁
相
違
無
=
御
座
-
候
。
以
上
。
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